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根津公子さんに聞く



教育基本法が私の教育理念とも言えます。「個人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する人間の育成」を目指しています。教育活動で心がけていることは、授業では、私の中・高のマイナスの体験から考えて、授業を組み立てる時、教科書にあることを教えるだけでなく、常に自分の問題として生徒が考えられるように、社会的問題にも目を向けられるようにしています。事実は包み隠さず、提示することを心がけています｡「本当のことを教えてくれた」と横川中学校、石川中学校での教え子達から評価されてきましたので、この点は確信を持っています｡生徒との接し方は、対等平等な関係を心がけ、生徒の声に耳を傾けるようにしてき

ました。たくさんの声の中には身勝手と思われる要求もあります。でも、その時、


　　　　　　　　　　　　
第８回人事委員会のご案内
２月17日（火）朝９時半～

傍聴整理券配布朝９時~１５分まで

処分庁による根津さん本人尋問

朝早いですが、たくさんお集まりくださ～い!!

都庁第一２９階人事委員会審理室

教員が一方的に禁止・指示しては、生徒には暴力としか映らないし、学習にもならない｡どんな声をも先ずは聴く。そして最後まで話し合って解決する｡その姿勢であたっています。生徒の自主性を育てることでは生徒の自治活動にも気を配ってきました。生徒たちに、｢自分たちで話し合って決めていいんだよ｣と待ちの姿勢で接すると生徒たちは自治をします｡教員達を信頼してくれます。私は石川中学校での経験から、これがよいということを断言できます。

家庭科教育に対する考えは、現行の学習指導要領に示された目標と変わりはありません｡生活の自立、そのための知識や技能の修得、そして、疑問や課題を持って生活をより良くしようとする力や姿勢を育てること。また、家庭や地域･社会のよりよい人間関係、「ともに生きる」ことを考えられるようにすること。その二つです｡この実現のためにどのようにしてきたかといいますと、二つのことがあります｡一つは、家庭科の男女共学の実現に力を注ぎました。そして男女差別を是正するような授業をしてきました。もう一つは、授業の題材の選び方です。家庭科が今でこそ男女共学になりましたが、私は教員になった時から今で言う、｢男女共生社会の実現を目指して｣いました。男女共に平等であることが女性にも男性にも幸せなことである、と考えていたので、技術科の教員・職員会議の賛成を得て25年前から共学で家庭科を行ってきました｡現在の男女共学、男女共生の考え方は、文科省よりも私のほうがずっと早いのです。25年前は八王子の中学教育研究会のトップをしていた教員に、｢横川中の男子は家庭科をやらされてかわいそう｣と噂されたこともありましたが、今となっては私の方が先を読めたということになるかと思います｡今、形の上では男女共学が実現しました。しかし、形が変わっても人々の意識はなかなか変わりません｡「意識は30年遅れる」と言われるように、です。生徒たちもその中で生きているのですから、意識的に「男女差別」｢男女共生｣を問う授業や日常の対応を心がけています｡もう一つは題材の選び方、授業の創り方、これは教科書の内容だけでなく、足りないところはそれを補足する資料を使ってそれを深める授業展開をします｡生徒が自分の生活を見直すようになるためには、自分の問題と感じるよう、深めることは欠かせないことだと思います｡「従軍慰安婦」を取り上げたのも深めるのに最適な題材と考えたからです。

こうした私の授業を学習指導要領との関係でみると、学習指導要領の目標そのままです｡特に、｢課題を持って生活をよりよくしようとする能力と態度を育てる｣に合致します｡’02年改訂（現行）現学習指導要領の12ページには、「将来にわたって変化し続ける社会に主体的に対応していくためには、生活を営む上で生じる課題に対して、自分なりの判断をして課題を解決する能力、すなわち問題解決能力を持つことが必要である」とあり、私の授業はまったくそのとおりの授業です。

学習指導要領の趣旨（3ページ）には｢男女共同参画社会の推進｣が大きく取り上げられています｡　が前島校長は、このようなことを全く理解していないと思います。校長は、「男女共生、従軍慰安婦なんて、家庭科の教科書のどこにある」と言って、この授業を禁止しましたから。教科書の使用義務を校長は指示しています。教科書は基本であることは認めますが、教材の一つです。教科書にも誤りや不正確なことがあります。例えば、従軍慰安婦のことを例に取りますと、従軍慰安婦問題は、戦後５０年経って、ようやく社会科の教科書に取り上げられました。教科書で取り上げないということは、子どもにとっては、そうした事実はなかった、と映ります。また、家庭科の教科書で、洗剤の記述が以前は「合成洗剤で野菜果物を洗いましょう」「合成洗剤は汚れ落ちがよい。石鹸は黄ばむ」というものでした。私は教科書会社にずっと、この不適切な記述を指摘し続けてきました。合成洗剤の害が書かれるようになった時、教科書会社の人から、「やっと先生が指摘されていたことが書き換えられました」と言われたことを思い出します。今回の改訂で、洗剤の成分表示の例も石けんが載るようになりました。まだありますが、一例をあげてみました。

私は、疑問を抱かずに、教科書を教えていたらとんでもない失敗をしていたと思います。

私は以前にも「男女共生社会を目指して」という位置づけで「従軍慰安婦」を取り上げたことがあります。何度か授業で取り上げましたが、苦情は一度もありませんでした。でも、一度、苦情ではないですが、右翼団体からの嫌がらせに遭いました。1996年のことです。当時の石川中の校長は、その嫌がらせを一人で受けてくれました。私は校長に、「私が行った授業に対してのことですから、私が対応します」と言いましたが、校長は「学習指導要領にあることだから、校長が対応する」と。２０００年度と同じ学習指導要領のもとでのことでした。こうした姿勢こそが校長としてのあるべき姿でしょう。根津を叩くことだけに狂奔した前島校長は多摩中の子どもたちの授業における「知る権利」を奪った、教育を破壊した、ということです。（根津：談）

行政と根津さんの違いを際だたせた本人尋問

白い物を黒といい固める為に、周りじゅうを悪意の壁で囲み白い物を見えないようにし、人々を誘導し黒と言おうとする。いくら指導要領に合致した教育をしていても、最初の要求と違う要求を言い出し、立っている場所を変え、窮地に陥れようとする。まるで、ならず者のような都教委、多摩市教委、校長、教頭。

普段と変わらない穏やかな落ち着いた声で尋問に、こたえる根津さんに正義を感じた。この国の教育はどうなってしまうのだろうか。ある方向に持っていこうとする無気味な力に不安が高まりつつも、親として一番望ましい子どもを尊重する教育をしているこの人を、優れた教員として褒賞してこそ、指導力不足教員として、レッテルを張る余地のない事を改めて確認しました。（Ｔ・Ａ）

明らかになった…教育委員会による組織ぐるみの攻撃

今回は根津さんの主尋問が９０分行われた。教育委員会側の１０人近いお馴染みの顔はくじ運が良いのか全員入れたようだ。彼らは何のために、寒風の中を勤務時間中に出かけてくるのだろうか。情熱をもって教育活動に励んでいる一人の教師をつぶすために。

「毎回来るんだけれど、毎回はずれてしまうのよ。」とくじ運の悪い気の毒な人もいて、こちら側は、互いにゆずり合うようにして傍聴した。私は前半の３分の２、傍聴させてもらった。

バシッと整理された宮里弁護士の尋問が始まった。根津さんの教師としての教育への理念が、感情に走らない、日ごろのおちついた語り口調で淡々と語られていく。

私が中学生の時の家庭科は、料理や裁縫で男女別学であり、同じ時間に男子は木工工作のようなことをしていた。だが時代が変わった。人権が重んじられ、男女平等、互いの性を尊重し協力していける子ども達を育てていく視点に変わり、家庭科も共学になった。

根津さんは、ただ与えられた教育内容を伝達するだけではなく、家庭科教育のねらいは子ども達の生活の自立なのだと１本の柱をうちたて、男女差別をなくし、共に協力して生きていける子ども達を育てるためにと常に１歩先を見つめて指導してきた。

従軍慰安婦の問題は差別の最たるものであるから、逃げずに教えてきた。合成洗剤の問題等にも安全で平和な未来が歩めるように、教科書だけではなく、プリントやビデオを使い、教材を工夫して誠実に教えてきた。子ども達の心を引き付けたそんな授業の様子がジーンと伝わってくる。

野中指導主事等多摩市教育委員会の数名が、根津さんの授業を監察する為に突然教室に現れた。

「話を聞いてくれる先生が来てくれて嬉しかった。」と日ごろから家庭科準備室を訪れる生徒達が多く、その中の数人の女の子達が、この異常さに気づいた。他の教師の授業には来ない教育委員会の人間が、何故根津教諭の授業にだけ来るのだ。「先生やめさせられるの？」と泣き、校長室へ疑問をなげかけに行った。そのことを「根津は子どもを扇動した。」と校長としてあきれるくらいの不勉強さと卑劣さによる捏造されたストーリを親達に宣伝し、６月２２日、臨時保護者会と言えば、いかにも聞こえは良いが、根津さん糾弾の会が開かれた。私なら声をたたてて泣いてしまうか、発狂してしまうかどちらかだろう。

ここからは、正義を貫いてみせるぞ、悪の虫はただの一匹も見のがしはしないぞという萱野弁護士の鋭い姿勢と、どんなに教育委員会や校長や一部の親からのパッシングを浴びても頑として自分の信念にゆるぎを見せない根津さんとの二人三脚による尋問にバトンタッチされた。

この臨時保護者会は、「根津を何とかしたい。」と早い段階で言い放った石川教育長以下多摩市教委の組織的な力によってしくまれたのだと、私は思う。

組織ぐるみで根津さんをつぶしていくために、親や子どもを巻き込んでいく。それが教育にたずさわる人間としていかに恐ろしい行為なのか。彼らは全く気づこうとしない。「親からの手紙」「親からの苦情」と「親」を使えば何でもまかり通って、「指導力不足教員」にしたてあげられると思っていたのだろう。従軍慰安婦や合成洗剤の授業をしたことは「指導不足教員」に仕立て上げる条件にはどうしてもならなかった。「指導力不足教員」に組織ぐるみで仕立て上げつぶしていきたかったのに、あまりに「指導力」が有りすぎてついに「指導力不足にあらず」と撤回する文書を出さざるをえなくなった。教育委員会の歯ぎしりする思いが伝わってくる。

でもただ引っ込めるだけでは教育委員会の面子がたたない。必死で穴をほじくってやっとこじつけていた服務違反で懲戒処分にたどりついた教育委員会のあがきがこの後、あばかれていく。次はおおらかな和久田弁護士はどのような尋問をして下さったのだろうか、傍聴券をゆずったのでここまでにする。

教育委員会から根津さんへの攻撃を見ていると、軍国主義国家建設のために、時の権力が教育を、教師を、子どもたちを、踏みつぶしていく様がよく分かる。

幼い子どもが、大好きだった先生を時の政府に売っていくために嘘をつく「蝶の舌」という映画のラストシーンが浮かんできて胸が詰まる。（松井　雅子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


Ⅰ、週刊「サンデー毎日」石原都政批判連続特集

マスコミがなかなかきちんとした報道をしないという状況だが、この年明けからの「サンデー毎日」がすごい！！

連続５週、石原都政検証シリーズだ。もちろんその中には都の教育行政批判も載っている。いろいろな圧力をはねのけての企画でしょう。

石原慎太郎の所在不明問題、ガラパゴス視察旅行１０００万円以上の浪費、都の実施指針問題もあれば、性教育問題もある。まだまだ続く石原批判。こういうマスコミを応援するためにも、皆さん、購入して読みましょう。（３００円）

Ⅱ、ＮＥＷＳ　ＷＥＥＫ２／１１号　（４００円）図書館で読めます。
ならず者疑惑はでっち上げ？という大見出しのＮＥＷＳＷＥＥＫ読みましたか？ちょっと自衛隊記述には首を傾げましたが、「ＯＮ　ＪＡＰＡＮ」という経済欄も見逃せません。「日米が突き進む金融心中への道」日本政府の為替介入150兆円（予定）は何に使われるか。米国債の購入だ。この金でブッシュは減税をやり票を稼ぐ。このために日本は増税し、一億総貧乏意識にとらわれている。世界一の債権国なのに。その他、イラク特集（ｼﾞｪｼｶ･ﾘﾝﾁの告白＆大量破壊兵器の嘘）



「厭戦庶民の会」が小冊子「心のノート」特集（65ページ、Ａ５版）を発行しています。４０代から70代の約20名の方がそれぞれの体験から「心のノート」について小論を寄せています。貴重な企画です。
申し込み方法　直接、連絡先の信太さんに冊子代金と郵送料を同封して手紙を出して申し込む。℡かファックスで確認ください。

冊子代金100円、配送料金（冊子小包扱い１部180円）合計280円分の切手を同封。配送料は１部80g弱で、2部だと210円、3部だと240円、4部～６or7部で310円です。 送り先は、神奈川県逗子市小坪1-29-2　〒249-0008

　　信太正道気付　厭戦庶民の会・ヨコハマ℡ 0467-22-8662（fax-1948）







　2004年1月29日の東京都人事委員会審理では、こちら側の弁護士から根津さんに対する本人尋問が行われました。その主な内容はいずれ速記録でご紹介いたしますが、尋問に先立って、根津公子さんの教育理念や今までの実践について語っていただきました。








2004/1/29　神垣委員長　（東京都人事委員会）
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